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ま
え
が
き

　

本
書
は
、「
社
員
の
給
料
を
上
げ
、
同
時
に
会
社
の
増
益
も
達
成
す
る
」
と
い
う
、
悩
ま
し
い
経

営
課
題
の
明
快
な
解
決
策
を
、
社
長
の
実
務
と
し
て
ま
と
め
た
書
で
あ
る
。

　

い
ま
日
本
で
は
、
十
数
年
つ
づ
い
た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
、
政
策
的
な
イ
ン
フ
レ
経
済
へ
と
大
き
く

舵
が
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
円
安
基
調
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
相
手
と
す
る
大
企
業
の
業
績
を
大
幅
に
改
善

し
た
が
、
地
方
企
業
や
中
小
企
業
の
収
益
改
善
は
ま
だ
ま
だ
の
状
況
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
す
で
に
消
費
税
が
上
が
り
、
諸
物
価
が
上
が
っ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
財
布
を
直
撃

す
る
一
方
で
、
業
界
に
よ
っ
て
は
人
手
不
足
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
「
賃
上
げ

圧
力
」
が
急
速
に
強
ま
っ
て
る
。

　

そ
れ
な
の
に
「
社
員
の
給
料
を
上
げ
て
や
り
た
い
が
、
な
い
袖
は
振
れ
な
い
」
と
、
社
員
の
待
遇

改
善
が
後
手
に
回
る
と
、
有
能
な
社
員
が
離
反
し
、
業
績
改
善
が
さ
ら
に
遅
れ
る
。
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そ
も
そ
も
中
小
企
業
の
賃
金
は
、「
少
な
い
原
資
を
、少
な
い
人
数
で
分
け
る
」
の
が
鉄
則
で
あ
る
。

小
さ
な
パ
イ
を
大
勢
で
取
り
合
え
ば
、
社
員
の
待
遇
改
善
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。

　

パ
イ
を
大
き
く
す
る
た
め
「
増
益
」
を
狙
う
に
は
、「
増
員
」
も
ま
た
必
要
な
場
合
が
あ
る
が
、

昨
今
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
安
易
に
人
を
増
や
す
と
、
た
ち
ま
ち
収
益
を
圧
迫
し
、
企
業
体
力

を
一
挙
に
弱
め
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
、
小
さ
な
町
工
場
だ
っ
た
我
が
社
を
、
社
員
７
０
０
名
の
東
証
一
部
上
場
企
業
へ
と
育
て

上
げ
る
な
か
で
私
が
実
践
し
て
き
た
、

　
・
社
員
の
給
料
を
上
げ
な
が
ら
、

　
・
人
件
費
総
額
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

　
・
確
実
に
増
益
で
き
る
経
営
法

に
つ
い
て
、
本
書
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
す
べ
て
を
公
開
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
賃
金
原
資
の
効
率
的
な
分
配
や
増
員
計
画
だ
け
な
ら
、
人
事
や
総
務
担
当
長
の
仕
事

で
あ
る
。
い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、
社
長
は
「
最
小
の
人
件
費
で
最
大
の
利
益
を
稼
ぎ
出
し
、

同
時
に
、
社
員
の
処
遇
を
高
め
て
さ
ら
な
る
増
益
に
結
び
つ
け
る
責
任
者
」
で
あ
り
、「
固
定
費
と
し
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て
の
総
人
件
費
の
抑
制
」
と
「
社
員
一
人
当
た
り
の
人
件
費
の
引
き
上
げ
」
を
矛
盾
な
く
両
立
す
る

た
め
に
、全
体
の
事
業
計
画
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
、総
人
件
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
書
で
は
、
こ
の
社
長
の
実
務
と
し
て
の
人
件
費
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
わ
が
身
の
も
の
と
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
、
実
際

に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
具
体
事
例
を
各
所
で
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
自
社
で
実
践
す
る
た
め

の
、
わ
か
り
や
す
い
人
件
費
計
画
の
ヒ
ナ
型
見
本
と
作
成
要
領
も
あ
わ
せ
て
解
説
し
て
い
る
。

　

社
長
が
、
こ
の
経
営
法
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
厳
し
い
経
営
局
面
に
お
い
て
も

利
益
を
上
げ
つ
づ
け
、
同
時
に
、
社
員
を
大
切
に
処
遇
し
つ
づ
け
る
、
強
固
な
企
業
体
質
を
築
け
る

と
確
信
し
て
い
る
。

　

本
書
が
お
役
に
立
て
ば
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

 　

二
〇
一
四
年
十
二
月
吉
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　

ス
タ
ー
精
密  

代
表
取
締
役
社
長 　

佐
藤 

肇

 



　

＊ 

本
書
は
、
拙
著
「
社
長
と
し
て
の
人
件
費
計
画
の
立
て
方
」
を
底
本
と
し
て
、
近
年
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

       

あ
る
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
最
新
の
指
導
実
例
を
大
幅
に
加
え
て
、
全
面
的
に
再
構
築
し
た
も
の
で
す
。



　
　
　
　
　

ま
え
が
き

【
Ⅰ
篇
】給
料
を
上
げ
て
も
、
総
人
件
費
は
抑
制
す
る
急
所

第
１
章　

社
長
は
、
社
員
個
々
の
給
料
を
上
げ
な
が
ら
、
同
時
に

　
　
　
　

総
人
件
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て「
増
益
」に
結
び
つ
け
る
人
で
あ
る　
17

　
　
　
　
　
　

必
要
な
人
手
が
集
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　

２
０
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
圧
力

　
　
　
　
　
　

人
件
費
は
最
大
の
経
営
コ
ス
ト
で
あ
り
、
毎
年
上
が
り
続
け
る
固
定
費
で
あ
る

　
　
　
　
　
　

日
本
の
全
企
業
が
抱
え
る
人
件
費
５
つ
の
ハ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
　
　

①
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
賃
金
水
準

　
　
　
　
　
　

②
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
贅
沢
な
消
費
感
覚

　
　
　
　
　
　

③
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
重
税
感

　
　
　
　
　
　

④
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
齢
化
社
会



　
　
　
　
　
　

⑤
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
財
政
赤
字

第
２
章　

社
長
は
、
社
員
の「
ヤ
ル
気
」を「
増
益
」に
結
び
つ
け
る
人
で
あ
る　
39

　
　
　
　
　
　

社
員
の
ヤ
ル
気
な
く
し
て「
増
益
」な
し

　
　
　
　
　
　

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
賞
与
を
支
給

　
　
　
　
　
　

奇
跡
の
Ｖ
字
回
復

　
　
　
　
　
　

ま
ず
は
自
社
の「
賃
上
げ
余
力
」を
つ
か
む

第
３
章　

社
長
は「
全
社
員
の
幸
福
と
生
活
向
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
画
的
に
実
現
さ
せ
る
人
」で
あ
る　
57

　
　
　
　
　
　
「
こ
の
会
社
に
永
年
勤
め
て
幸
福
だ
っ
た
」と
実
感
し
て
も
ら
う

　
　
　
　
　
　

経
営
の「
情
」と「
理
」

　
　
　
　
　
　

１
８
歳
か
ら
６
５
歳
ま
で
の
社
員
の「
生
涯
生
活
モ
デ
ル
」を
描
い
て
み
る



第
４
章　

自
社
の「
社
員
の
生
涯
生
活
モ
デ
ル
」の
具
体
的
つ
く
り
方　
71

　
　
　
　
　
　
「
社
員
の
生
涯
生
活
モ
デ
ル
」ヒ
ナ
型
見
本

　
　
　
　
　
　

社
員
の
生
活
レ
ベ
ル
の
実
態
を
錯
覚
す
る
な
か
れ

　
　
　
　
　
　

平
均
的
な
男
子
社
員
の
必
要
年
収
額
を
計
算
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
必
要
年
収
額
を
試
算
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　

自
社
の
生
計
指
数
の
決
め
方

　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
の
必
要
年
収
に
一
歩
で
も
確
実
に
近
づ
け
る

　
　
　
　
　
　

難
局
を
く
ぐ
り
抜
け
る
力
は
ど
こ
か
ら

第
５
章　

自
社
の「
給
料
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
正
し
い
決
め
方　
99

　
　
　
　
　
　

日
本
の
賃
金
制
度
の
３
つ
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
「
生
涯
生
活
モ
デ
ル
」に
基
づ
く
給
料
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　

実
在
者
の
給
料
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
わ
か
る
こ
と



　
　
　
　
　
　

一
律
賃
上
げ
よ
り
重
点
年
齢
層
の
是
正
優
先

　
　
　
　
　
　

２
つ
の
定
年
制
の
導
入
で
、
年
功
序
列
の
自
動
昇
給
に
シ
ッ
カ
リ
対
応
す
る

　
　
　
　
　
　

転
身
支
援
制
度
と
持
ち
家
制
度

　
　
　
　
　
　

残
業
手
当
、
賞
与
と
モ
デ
ル
年
収
額
の
関
係

第
６
章　

待
遇
改
善
の
も
う
ひ
と
つ
の
モ
ノ
サ
シ「
人
件
費
係
数
」の
決
め
方　
125

　
　
　
　
　
　

給
料
以
外
の
人
件
費
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　

総
人
件
費
を
膨
ら
ま
せ
過
ぎ
な
い
モ
ノ
サ
シ

　
　
　
　
　
　

社
長
は
、
会
社
を
繁
栄
さ
せ
る
方
向
に「
人
件
費
係
数
」を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
人
で
あ
る

　
　
　
　
　
　

Ｋ
商
事
の「
人
件
費
係
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」の
実
例

第
７
章　

総
人
件
費
抑
制
の
現
実
策　
149

　
　
　
　
　
　

労
働
生
産
性
と
い
う
モ
ノ
サ
シ

　
　
　
　
　
　

自
社
の
労
働
生
産
性
を
正
し
く
つ
か
む



　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
の
労
働
生
産
性
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　

現
在
の
労
働
生
産
性
を
高
め
る
３
つ
の
方
法

　
　
　
　
　
　
「
攻
め
る
経
営
」「
守
る
経
営
」「
捨
て
る
経
営
」

第
８
章　

労
働
生
産
性
を
大
き
く
改
善
し
た
３
社
の
実
例　
167

　
　
　
　
　
　

Ｂ
商
事
の
卸
・
小
売
・
通
販
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し

　
　
　
　
　
　

Ｂ
商
事
の
労
働
生
産
性
は
ど
う
改
善
さ
れ
た
か

　
　
　
　
　
　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
本
社
を
ス
リ
ム
に
す
る

　
　
　
　
　
　

Ｓ
社
の
工
場
ベ
ト
ナ
ム
移
管
に
よ
る
労
働
生
産
性
改
善
策

　
　
　
　
　
　

Ｓ
社
の
労
働
生
産
性
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
が
海
外
に
進
出
す
る
際
の
４
つ
の
留
意
点

　
　
　
　
　
　

労
働
生
産
性
を
３
８
％
ア
ッ
プ
す
る
レ
デ
ィ
ス
衣
料
小
売
Ｍ
社
の
事
例



第
９
章　

多
様
な
雇
用
形
態
で
人
件
費
の
変
動
費
化
を
図
る　
211

　
　
　
　
　
　

11
通
り
の
雇
用
形
態
で
対
応
す
る

　
　
　
　
　
　

パ
ー
ト
社
員
を
戦
力
化
す
る
コ
ツ

　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
し
て
雇
用
形
態
を
切
り
替
え
る
の
か

　
　
　
　
　
　

総
務
部
長
が
定
年
退
職
し
た
ら

　
　
　
　
　
　

和
食
チ
ェ
ー
ン
Ｎ
社
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
戦
力
化
の
工
夫

　
　
　
　
　
　

建
設
業
Ｇ
社
の
人
手
不
足
対
策

第
10
章　

次
の
成
長
の
た
め
に
何
が
大
事
か　
251

　
　
　
　
　
　

年
商
３
億
円
、
１
０
億
円
、
３
０
億
円
の
カ
ベ
を
破
る

　
　
　
　
　
　

Ｐ
社
が
年
商
１
０
億
円
の
カ
ベ
を
破
っ
た
５
年
計
画

　
　
　
　
　
　

部
門
別
の
経
費
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る



【
Ⅱ
篇
】［
ヒ
ナ
型
実
習
］社
長
が
立
て
る
長
期
人
件
費
計
画
の
実
際

第
11
章　

中
・
長
期
人
件
費
計
画
を
立
て
る　
271

　
　
　
　
　
　

人
事
に
拙
速
は
最
悪

　
　
　
　
　
　

社
長
の「
人
に
対
す
る
ポ
リ
シ
ー
」を
明
確
に
す
る

　
　
　
　
　
　

社
長
が
立
て
る
人
件
費
計
画
は
、
そ
も
そ
も「
中
・
長
期
」で
あ
る

　
　
　
　
　
　

自
社
の
適
正
人
員
枠
を
決
め
る

第
12
章　

Ｔ
電
子
の
長
期
人
件
費
計
画　
285

　
　
　
　
　
　
【
実
習
１
】Ｔ
電
子
の
事
例
で「
適
正
人
員
枠
」を
検
証
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
【
実
習
２
】既
存
人
員
の
昇
給
を
推
定
す
る

　
　
　
　
　
　

正
社
員
の「
増
減
員
計
画
」を
立
て
る

　
　
　
　
　
　

社
外
顧
問
が
新
し
い
人
件
費
原
資
を
生
み
出
す

　
　
　
　
　
　
【
実
習
３
】Ｔ
電
子
の
減
員
計
画
の
実
際



　
　
　
　
　
　
【
実
習
４
】正
社
員
の
増
員
計
画
が
人
件
費
計
画
の
生
命
線

　
　
　
　
　
　
【
実
習
５
】契
約
社
員（
臨
時
社
員
）の「
増
減
員
計
画
」を
立
て
る

　
　
　
　
　
　

人
件
費
総
額
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　
　
　
　
　
　
【
実
習
６
】Ｔ
電
子
の
人
件
費
係
数
の
推
移
を
検
証
す
る

　
　
　
　
　
　

人
件
費
係
数
の
ア
ッ
プ
分
を
何
に
充
当
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
【
実
習
７
】「
労
働
生
産
性
の
向
上
」と「
人
件
費
総
額
の
抑
制
」を
同
時
に
実
現
す
る

第
13
章　

自
社
の
長
期
人
件
費
計
画
づ
く
り［
ヒ
ナ
型
実
習
］　
321

　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
会
社
に
よ
る
ヒ
ナ
型
実
習
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
［
実
習
１
］今
後
５
年
間
の
既
存
人
員（
正
社
員
）の
給
与
額
を
計
算
す
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
２
］毎
年
の
平
均
社
員
数
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
３
］各
年
度
末
の
定
員
枠
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
４
］今
後
の
減
員
数
と
マ
イ
ナ
ス
人
件
費
を
把
握
す
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
５
］正
社
員
の「
増
員
計
画
」を
立
て
る



　
　
　
　
　
　
［
実
習
６
］正
社
員
の
年
間
人
件
費
に
枠
を
は
め
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
７
］臨
時
雇
用
者
の
定
員
枠
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
８
］臨
時
雇
用
者
の
月
額
給
与
の
増
減
計
画
を
立
て
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
９
］臨
時
雇
用
者
の
年
間
人
件
費
に
枠
を
は
め
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
10
］Ｆ
商
事
の
人
件
費
総
額（
総
合
計
）を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
11
］労
働
分
配
率
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
　
　
　
　
　
［
実
習
12
］計
画
前
後
の
人
件
費
の
増
減
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

第
14
章　

事
業
経
営
の
差
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
か　
377

　
　
　
　
　
　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
最
適
策
決
定
の
根
拠
づ
く
り
で
あ
る

　
　
　
　
　
　

自
分
で
計
算
し
て
み
る
と
創
意
工
夫
が
生
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　

景
気
に
関
係
な
く
自
助
努
力
だ
け
で
利
益
を
生
み
出
す

　
　
　
　
　
　

利
益
の
上
が
ら
な
い
人
件
費
計
画
は
意
味
が
な
い



【
Ⅲ
篇
】そ
の
ま
ま
使
え
る
実
務
資
料
集　
387

　
　
　
　
　
　

１
，
今
後
５
年
間
の
既
存
人
員（
正
社
員
）の
月
額
給
与
の
推
移
を
つ
か
む

　
　
　
　
　
　

２
，
付
加
価
値
と
労
働
生
産
性
か
ら
毎
年
の
平
均
社
員
数
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

３
，
各
年
度
末
の
社
員
数
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

４
，
今
後
５
年
間
の
減
員
数
と
人
件
費
の
減
額
を
把
握
す
る

　
　
　
　
　
　

５
，
正
社
員
の
増
員
計
画
を
立
て
る

　
　
　
　
　
　

６
，
人
件
費
係
数
で
正
社
員
の
年
間
人
件
費
に
枠
を
は
め
る

　
　
　
　
　
　

７
，
臨
時
雇
用
者
の
定
員
枠
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

８
，
臨
時
雇
用
者
の
月
額
給
与
の
増
減
計
画
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

９
，
人
件
費
係
数
で
臨
時
雇
用
者
の
年
間
人
件
費
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

10
，
正
社
員
と
臨
時
雇
用
者
を
合
わ
せ
た
人
件
費
総
額
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　

11
，
労
働
分
配
率
の
変
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る



【
Ⅰ
篇
】

　

給
料
を
上
げ
て
も
、
総
人
件
費
は
抑
制
す
る
急
所



社
長
は
、
社
員
個
々
の
給
料
を
上
げ
な
が
ら
、
同
時
に

総
人
件
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
「
増
益
」
に
結
び
つ
け
る
人
で
あ
る

第
１
章
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必
要
な
人
手
が
集
ま
ら
な
い

　
「
目
の
前
に
仕
事
が
あ
る
の
に
、
必
要
な
人
が
集
ま
ら
な
い
」。
こ
の
と
こ
ろ
人
手
不
足
が
、
建
設

を
は
じ
め
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
・
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
の
業
界
で
目
立
っ
て
い
る
。

　

と
く
に
建
設
業
界
で
は
、
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
に
よ
っ
て
、
早

く
か
ら
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
、
地
元
の
中
小
業
者
は
必
要
な
人
材
が
集
ま
ら
な
い
た
め
に
、
入
札
を

辞
退
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
新
た
な
大
需
要
が
見
込
ま
れ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
人
手
不
足
状
態
が

収
ま
る
気
配
は
な
い
。

　

小
売
流
通
業
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
人
手
不
足
も
、
急
速
に
拡
が
っ
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
を
主
軸
に
全
国
展
開
す
る
飲
食
チ
ェ
ー
ン
の
中
に
は
、
必
要
な
人
員

が
確
保
で
き
ず
に
、
チ
ェ
ー
ン
店
の
一
部
を
閉
鎖
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
ほ

ど
だ
。
大
都
市
圏
で
は
時
給
が
高
騰
し
、
１
０
０
０
円
出
し
て
も
応
募
者
が
少
な
い
と
嘆
く
声
も
聞

か
れ
る
。
そ
こ
で
外
食
や
大
規
模
小
売
チ
ェ
ー
ン
の
中
に
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
を
定
着



─ 20 ─

さ
せ
る
た
め
に
正
社
員
化
す
る
動
き
も
出
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
業
界
や
Ｉ
Ｔ

関
連
業
界
も
、
も
と
も
と
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
つ
づ
い
て
い
た
が
、
近
年
は
要
員
不
足
に
拍
車
が

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。　

　

も
ち
ろ
ん
人
手
不
足
の
背
景
は
、
業
種
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
が
、
景
気
の
回
復
傾
向
の
中
で

有
効
求
人
倍
率
が
１
を
超
え
、
他
の
業
種
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

人
手
不
足
は
、
そ
の
ま
ま
賃
金
上
昇
に
つ
な
が
り
、
間
違
い
な
く
経
営
を
圧
迫
す
る
。
２
０
年
近

く
つ
づ
い
て
き
た
デ
フ
レ
経
済
の
中
で
、
給
料
を
安
く
抑
え
ら
れ
る
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約

社
員
を
戦
力
の
中
心
に
置
い
た
経
営
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同

時
に
、
そ
れ
ら
は
在
籍
す
る
正
社
員
の
賃
上
げ
圧
力
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
と
も
と
体
力
の
な
い
中
小
企
業
は
、
ど
う
対
応
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
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２
０
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
圧
力

　
「
脱
デ
フ
レ
」を
目
指
す
政
府
は
、
２
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
掲
げ
、
民
間
企
業
に
も
賃
上
げ
を
強

く
求
め
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
も
新
し
い
。

　

そ
の
結
果
、
東
京
都
の
産
業
労
働
局
の
調
査（
２
０
１
４
年
５
月
）に
よ
れ
ば
、
賃
上
げ
率
は
平
均

２
・
０
９
％
、
前
年
比
１
９
・
４
７
％
の
ア
ッ
プ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
日
本
商
工
会
議
所
の
調
査（
同
４
月
）に
よ
れ
ば
、
対
象
の
中
小
企
業
３
１
３
４
社
の
う
ち
、

４
８
・
６
％
が
賃
上
げ
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。　

　

こ
の
数
字
を
逆
に
読
め
ば
、
調
査
対
象
企
業
の
う
ち
半
分
以
上
は
賃
上
げ
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
２
・
０
９
％
の
平
均
賃
上
げ
率
と
い
う
数
字
も
、
そ
の
中
身
を
探
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
が
中
堅
・
大
企
業
３
２
２
社
の
労
組
の
デ
ー
タ
な
の
で
あ
る
。

　

い
ま
仮
に
２
５
万
円
の
月
給
を
２
％
上
げ
る
と
、
５
０
０
０
円
の
昇
給
で
あ
る
。
統
計
対
象
も
時

期
も
違
う
か
ら
乱
暴
す
ぎ
る
言
い
方
に
な
る
が
、
こ
れ
を
で
き
た
の
は
、
企
業
全
体
の
半
分
以
下
で
、

な
お
か
つ
ソ
コ
ソ
コ
の
規
模
の
会
社
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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い
く
ら
景
気
回
復
の
兆
し
が
出
て
き
た
と
は
い
え
、
全
国
の
中
小
企
業
に
賃
上
げ
余
力
は
ま
だ
な

い
の
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
や
経
済
学
者
は
大
企
業
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
表
面

的
な
数
値
を
真
に
受
け
て
は
い
け
な
い
。
中
小
企
業
の
経
営
者
は
、
こ
こ
で
あ
わ
て
ず
に
、
じ
っ
く

り
腰
を
落
ち
着
け
て
、
賃
上
げ
圧
力
に
対
応
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
私
は
、
賃
上
げ
の
最
も
大
事
な
目
的
は
、「
社
員
の
生
活
向
上
」で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

同
時
に
、
社
員
の
生
活
レ
ベ
ル
を
守
る
た
め
に
は
、「
安
定
雇
用
」も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
賃
上
げ
は
、
制
度
的
に
み
る
と
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」と「
定
期
昇
給
」が
中
心
に
な
る
。

　

社
員
の
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
賃
金
ア
ッ
プ
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
大
幅
な
デ
フ
レ
と
な
っ
て

物
価
が
下
が
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、そ
の
分
賃
金
を
下
げ
て
も
生
活
レ
ベ
ル
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ベ
ー

ス
ダ
ウ
ン
も
あ
り
う
る
わ
け
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
十
数
年
デ
フ
レ
状
況
が
つ
づ
い
た
の
で
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
必
要
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
後
、
政
府
の
イ
ン
フ
レ
目
標
に
よ
っ
て
物
価
が
上
が
っ
て
い
く
な
ら
ば
、

社
員
の
生
活
レ
ベ
ル
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
、
再
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
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そ
し
て
生
活
レ
ベ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上
は
、
社
員
個
々
の
能
力
向
上
に
応
じ
て
、
定
期
昇
給
で
応

え
て
い
く
と
い
う
の
が
、
賃
上
げ
の
原
則
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
社
員
個
々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
物
価
上
昇
と
社
員
の
能
力
上
昇
の
両
面
を
見

な
が
ら
賃
上
げ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
の
賃
金
水
準
は
、
す
で
に
世
界
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
引
き
上
げ

て
い
く
に
は
、「
先
に
賃
上
げ
あ
り
き
」「
一
律
平
均
○
％
ア
ッ
プ
」　

で
は
、「
安
定
雇
用
」が
揺
ら
ぐ
こ

と
に
な
る
。

　

で
は
、
中
小
企
業
は
、
ど
う
対
応
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
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人
件
費
は
最
大
の
経
営
コ
ス
ト
で
あ
り
、
毎
年
上
が
り
続
け
る
固
定
費
で
あ
る

　

社
長
は
、
当
た
り
前
だ
が
、
会
社
の
利
益
獲
得
の
最
終
責
任
者
で
あ
る
。

　

世
界
一
人
件
費
の
高
い
国
で
、
こ
れ
か
ら
売
上
が
そ
う
伸
び
な
い
と
い
う
前
提
で
、
何
と
か
利
益

を
ひ
ね
り
だ
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
社
長
の
手
腕
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

商
売
が
伸
び
た
ら
そ
れ
に
応
じ
て
人
を
増
や
し
た
り
、
賃
金
を
上
げ
て
い
く
な
ら
ば
、
手
腕
は
い

ら
な
い
し
、
社
長
不
在
で
あ
る
。
ま
し
て
業
績
が
横
ば
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ヨ
ソ
が
上
げ
た
か

ら
当
社
も
上
げ
る
」で
は
、
社
長
失
格
だ
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
当
社
に
賃
上
げ
余
力
は
な
い
か
ら
賃
上
げ
し
な
い
」で
済
む
話
で
は
な
い
。

「
な
い
も
の
は
な
い
」で
済
ま
す
な
ら
、
経
理
部
長
か
総
務
部
長
で
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
を
な
ん
と
か

す
る
の
が
社
長
の
役
目
だ
。

　

人
件
費
は
、
経
営
コ
ス
ト
の
大
き
な
部
分
を
占
め
、
し
か
も
固
定
費
で
あ
る
。
そ
れ
を
毎
年
上
げ

て
い
き
な
が
ら
、
利
益
を
伸
ば
す
。
実
に
厄
介
な
課
題
で
、
こ
れ
は
社
長
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
だ
。

　

社
員
個
々
の
賃
金
を
上
げ
て
、
つ
い
て
き
て
く
れ
た
社
員
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、
同
時
に
経
営
の
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弱
体
化
を
招
か
な
い
方
策
を
、
社
長
と
し
て
腹
を
括く
く

り
、
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

　
　

・
自
社
の
人
件
費
総
額
の
中
身

　
　

・
自
社
の
人
件
費
総
額
の
質

に
つ
い
て
早
急
に
見
直
し
、
具
体
的
な
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

   

文
字
通
り
、
会
社
の
生
き
残
り
を
か
け
て「
人
件
費
の
革
新
」が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
全
企
業
が
抱
え
る
人
件
費
５
つ
の
ハ
ン
デ
ィ

　

社
長
と
し
て
人
件
費
の
革
新
を
考
え
る
上
で
、
と
く
に
深
刻
な
５
つ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

　

す
な
わ
ち
、
日
本
は
い
つ
の
間
に
か
、


